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な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は

変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

先
日
、
散
髪
へ
行
っ
た

時
の
こ
と
で
す
。
普
段
は

す
い
て
い
る
店
が
そ
の
日

は
あ
い
に
く
混
み
合
っ
て

お
り
、
し
ば
ら
く
待
合
の

ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
待
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目

の
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、

ア
メ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
の
お
菓
子
が
た
く
さ
ん

置
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
店
が
子
供
の
た
め

に
用
意
し
た
も
の
と
す
ぐ

に
分
か
り
ま
し
た
が
、
待

ち
時
間
が
長
く
な
る
に
つ

れ
「
少
し
ぐ
ら
い
い
い

か
」
と
い
う
気
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
お
菓
子

に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
た

刹
那
、
テ
ー
ブ
ル
に
あ
っ

た
張
り
紙
に
目
が
留
ま
り

ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
食
べ

ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」
。

何
と
も
情
け
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

昔
の
人
は
、
「
誰
も
見

て
い
な
い
と
思
っ
て
悪
い

こ
と
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。

ち
ゃ
ん
と
お
天
道
様
が
見

て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と
戒

め
ま
し
た
。
昔
の
人
に

と
っ
て
、
お
天
道
様
は
神

様
の
こ
と
で
す
か
ら
、
神

様
が
見
て
い
る
か
ら
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
神
様

は
監
視
役
の
よ
う
で
、
私

は
何
だ
か
寒
々
と
し
た
も

の
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
じ
「
神
様
が
見
て
い

る
」
で
も
、
私
た
ち
の
教

祖
は
仰
る
こ
と
が
違
い
ま

す
。

　
　

ひ
と
が
な
に
ご
と

　
　

い
は
う
と
も

　
　

か
み
が
み
て
い
る

　
　

き
を
し
ず
め

　

今
の
時
代
、
面
と
向

か
っ
て
人
か
ら
嫌
な
こ
と

を
言
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

望
ん
で
も
い
な
い
の
に
知

ら
な
い
人
の
言
葉
が
た
く

さ
ん
の
情
報
と
し
て
入
っ

て
き
ま
す
。
私
た
ち
は
時

と
し
て
そ
う
し
た
事
柄
に

惑
わ
さ
れ
、
動
揺
し
、
神

様
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
教
祖
は
、
そ
う
し
た

人
の
言
葉
や
情
報
に
左
右

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ

な
た
が
普
段
正
直
に
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
を
神
様
は

ち
ゃ
ん
と
見
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
先
案

じ
の
心
を
出
さ
ぬ
よ
う
、

腹
立
ち
の
ほ
こ
り
を
積
ま

ぬ
よ
う
、
ま
た
人
に
ほ
こ

り
を
積
ま
せ
ぬ
よ
う
に
と
、

親
心
を
も
っ
て
私
た
ち
を

陽
気
ぐ
ら
し
へ
と
お
導
き

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

教
祖
の
親
心
に
お
応
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
三
年
千

日
の
仕
切
り
道
も
、
残
す

と
こ
ろ
三
百
日
を
切
り
ま

し
た
。
真
柱
様
は
年
頭
挨

拶
で
、
年
祭
活
動
最
終
年

の
角
目
が
一
手
一
つ
に
あ

る
こ
と
を
お
示
し
く
だ
さ

れ
た
上
で
、
「
本
当
に
一

手
一
つ
に
な
れ
ば
、
自
分

一
人
で
は
と
て
も
出
な
い

力
を
与
え
て
頂
け
る
。
自

分
一
人
で
は
味
わ
え
な
い

喜
び
を
味
わ
わ
せ
て
頂
け

る
」
と
お
仕
込
み
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
私
自
身
、
こ

こ
ま
で
の
年
祭
活
動
を
振

り
返
る
と
、
勇
め
な
い
日

も
あ
れ
ば
、
一
人
悩
む
日

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
ん
な
中
、
道

の
仲
間
に
何
度
と
な
く
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
同

じ
地
域
に
住
む
教
友
が
勇

ま
せ
合
い
、
励
ま
し
合
い
、

た
す
け
合
い
、
そ
し
て
一

手
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、

親
神
様
の
大
き
な
お
働
き

を
頂
戴
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

あ
と
二
回
と
な
っ
た

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
」
は
、
地
域
教
友
が
一

手
一
つ
と
な
る
姿
を
親
神

様
教
祖
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
お
喜
び
い
た
だ
く
大

事
な
場
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
で
周
り
か
ら
も

ら
う
勇
み
心
は
、
私
た
ち

の
日
頃
の
年
祭
活
動
を
大

き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。
お
互
い

さ
ま
、
今
ま
で
以
上
に
声

を
掛
け
合
い
、
勇
ん
で
つ

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
し
っ
か

り
と
働
か
せ
て
い
た
だ
き
、

胸
を
張
っ
て
教
祖
年
祭
へ

向
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

　

静
岡
教
区
管
内
の
教
会

長
、
布
教
所
長
ご
夫
妻
を

始
め
、
よ
う
ぼ
く
信
者
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
か
ら
教
区
・
支
部

活
動
の
上
に
ご
丹
精
を
く

だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
三

月
二
十
六
日
、
お
ぢ
ば
よ

り
ご
任
命
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
静
岡
教
区
長
と

し
て
新
た
に
三
年
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

教
区
長
挨
拶

鈴
木
道
輝
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富
士　
　
　

佐
野　

康
弘

東
駿　
　
　

澤
西　

知
春

中
駿
東　
　

梅
田　
　

聡

中
駿
西　
　

木
下　

雅
利

西
駿　
　
　

岩
本　

政
之

中
遠　
　
　

太
田　

文
慶

西
遠　
　
　

山
口　

正
洋

北
遠　
　
　

塩
﨑　

道
夫

書
記　
　
　
　

守
屋
真
和

芹
澤
広
和

長
嶋
喜
一

地
方
委
員
（
三
十
九
名
）

東
伊
豆　
　

永
井　

道
廣

田
村　

和
德

伊
豆　
　
　

鈴
木　

信
二

杉
澤　

知
広

駿
豆　
　
　

鈴
木　

芳
秋

田
渕　

保
明

杉
本　

喜
道

鈴
木　

豊
明

富
士　
　
　

鈴
木　

吉
一

松
浦　

武
治

東
駿　
　
　

菊
池　

和
典

酒
井　

一
男

岸
端　

清
隆

山
梨　

正
治

中
駿
東　
　

清
水　

道
男

土
屋　

道
直

中
駿
西　
　

松
下　

正
二

齊
藤　
　

勉

山
﨑　

真
也

清
水　

徳
継

西
駿　
　
　

大
石　

道
忠

塚
本　

直
昭

石
澤
太
一
郎

桑
高　

真
之

中
遠　
　
　

浅
井　

宏
心

石
原　

旬
一

夏
目　

歳
継

渡
邊　

典
正

市
川　

良
一

青
木　
　

修

西
遠　
　
　

長
田　

虎
夫

小
楠　

友
一

鈴
木　

通
信

吉
岡　

弘
和

板
山　

眞
一

伊
藤　

公
一

北
遠　
　
　

伊
藤　

正
彦

平
野　

晴
美

酒
井
陽
一
郎

各
部
・
各
会

【
教
区
長
室
】

室
長　
　
　

小
栗　

真
人

次
長　
　
　

大
石　

道
忠

郷
内　

一
衛

芹
澤
常
太
郎

杉
岡　

信
宏

大
谷　

安
則

岡
野　

多
吉

鈴
木　
　

悟

大
池　

元
教

【
会
計
室
】

室
長　
　
　

永
井　
　

磨

小
栗　

真
人

守
屋　

真
和

芹
澤　

広
和

【
会
計
監
査
】松

浦　

一
郎

岩
本　

政
之

【
予
算
委
員
会
】

委
員
長　
　

小
栗　

真
人

委
員　
　
　

望
月　

義
一

佐
野　

康
弘

永
井　
　

磨

郷
内　

一
衛

守
屋　

真
和

芹
澤　

広
和

【
支
庁
舎
管
理
掛
】

主
任　
　
　

郷
内　

一
衛

　
　
　
　
　

守
屋　

真
和

田
村
吉
太
郎

　
　
　
　
　

婦
人
会

【
天
理
時
報
普
及
・

手
配
り
推
進
委
員
会
】

委
員
長　
　

鈴
木　

道
輝

副
委
員
長　

大
谷　

安
則

事
務
局
長　

鈴
木　
　

悟

梅
田　
　

聡

長
嶋　

喜
一

【
輸
送
部
担
当
】

小
栗　

真
人

【
名
簿
管
理
室
】

責
任
者　
　

小
栗　

真
人

担
当
者　
　

守
屋　

真
和

【
集
会
員
】
大
池　

藤
次

【
教
誨
師
】
鈴
木
顕
太
郎

災
害
対
策
委
員
会

委
員
長　
　

鈴
木　

理
一

副
委
員
長　

大
石　

道
忠

委
員　
　
　

永
井　
　

磨

山
口　

志
朗

郷
内　

一
衛

小
塚　

嗣
夫

事
務
局　
　

長
嶋　

喜
一

担
当
主
事　

山
口　

志
朗

教
区
隊
長　

小
塚　

嗣
夫

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡

実
行
委
員
会

委
員
長　
　

村
田　

孝
浩

副
委
員
長　

芹
澤
常
太
郎

教
務
部
長　

杉
岡　

信
宏

布
教
部
長　

大
谷　

安
則

啓
発
委
員
会

委
員
長　
　

松
浦　

一
郎

福
祉
部

部
長　
　
　

太
田　

文
慶

献
血
担
当　

吉
岡　

東
一

三
連
盟

委
員
長　
　

鈴
木
顕
太
郎

道
友
社
社
友
会

代
表
社
友　

長
嶋　

喜
一

教
区
報
編
集
係

編
集
長　
　

芹
澤　

広
和

副
編
集
長　

長
嶋　

喜
一

教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と

教
区
担
当　

長
嶋　

喜
一

婦
人
会

教
区
主
任　

鈴
木　

佳
苗

少
年
会

団
長　
　
　

芹
澤
常
太
郎

青
年
会

委
員
長　
　

鈴
木
朝
太
郎

学
生
担
当
委
員
会

委
員
長　
　

岡
野　

多
吉

道
の
教
職
員
の
集
い

担
当
主
事　

永
井　
　

磨

委
員
長　
　

田
中　

裕
二

教
区
お
う
た
合
唱
団

団
長　
　
　

梅
田　
　

聡

教
区
長　
　

鈴
木　

道
輝

相
談
役　
　

諸
井
慶
一
郎

鈴
木　

邦
廣

主
事
（
十
七
名
）

諸
井　

道
隆

鈴
木　

理
一

小
栗　

真
人

村
田　

孝
浩

松
浦　

一
郎

小
栗
多
喜
子

井
出　
　

博

小
野　

将
児

永
井　
　

磨

大
石　

道
忠

芹
澤
常
太
郎

杉
岡　

信
宏

郷
内　

一
衛

大
谷　

安
則

太
田　

文
慶

望
月　

義
一

山
口　

志
朗

支
部
長
（
十
一
名
）

東
伊
豆　
　

芹
澤
志
津
夫

伊
豆　
　
　

野
宮　

直
純

駿
豆　
　
　

青
島　

清
人

　

立
教
百
八
十
八
年
三
月
二
十
六
日
、
鈴
木
道
輝
氏

（
嶽
東
大
教
会
長
）
が
静
岡
教
区
長
に
再
任
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
付
で
主
事
が
、
二
十
七
日
付
に
て

そ
の
他
の
新
人
事
が
発
令
さ
れ
た
。

静
岡
教
区
新
人
事
発
令
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東
伊
豆
支
部

芹
澤
志
津
夫
（
新
任
）

嶽
東
・
熱
海

伊
豆
支
部

野
宮
直
純
（
新
任
）

嶽
東
・
田
方

駿
豆
支
部

青
島
清
人
（
新
任
）

山
名
・
内
浦

富
士
支
部

佐
野
康
弘
（
再
任
）

山
名
・
田
子
浦

東
駿
支
部

澤
西
知
春
（
新
任
）

東
・
東
小
島

中
駿
東
支
部

梅
田　

聡
（
再
任
）

山
名
・
中
静

中
駿
西
支
部

木
下
雅
利
（
再
任
）

秩
父
・
駿
静

西
駿
支
部

岩
本
政
之
（
新
任
）

錦
江
・
錦
志

中
遠
支
部

太
田
文
慶
（
再
任
）

山
名
・
遠
本

西
遠
支
部

山
口
正
洋
（
新
任
）

岐
美
・
正
岐
道

北
遠
支
部

塩
﨑
道
夫
（
再
任
）

山
名
・
二
俣

　

今
年
も
恒
例
の
「
立
教

188
年　

春
の
学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
」
が
三
月
末
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
教

区
で
は
13
名
（
男
子
４
人
、

女
子
９
人
）
の
参
加
者
の

中
３
月
27
日
〜
29
日
の
日

程
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

宿
舎
に
山
名
詰
所
を
お

借
り
し
て
い
る
関
係
で
今

年
も
山
名
学
生
会
と
合
同

で
参
加
し
、
部
屋
や
班
、

行
事
へ
も
一
緒
に
行
動
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
27
日

の
夜
に
は
お
茶
所
前
の
広

場
で
「
春Fes
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
名
学
生

会
が
「
ラ
ー
メ
ン
」
を
出

店
す
る
の
で
静
岡
教
区
も

お
手
伝
い
し
、
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
や
き
く
ら
げ
な
ど

の
盛
り
付
け
や
呼
び
込
み
、

売
り
子
な
ど
、
普
段
静
か

な
子
も
精
一
杯
声
を
出
す

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段

で
き
な
い
こ
と
が
友
達
と

一
緒
だ
と
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
少
し
で
も
挑
戦
を

し
て
自
分
の
殻
を
破
る
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
も
学
生

会
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の

模
擬
店
が
出
店
さ
れ
て
、

ス
タ
ッ
フ
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
式
典
に
参
加

し
、
年
に
一
度
だ
け
の
学

生
に
対
す
る
真
柱
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
。
そ
の
後
は
各
直
属
ご

と
に
「
直
属
ア
ワ
ー
」
に

参
加
。
夜
に

は
長
野
、
岐

阜
教
区
学
生

会
と
の
交
流

会
を
開
催
し

て
、
初
め
て

顔
を
合
わ
す

者
同
士
で
す

が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
の
約
半

分
の
方
が
初
参
加
で
、
特

に
お
ぢ
ば
在
住
の
参
加
者

と
そ
の
友
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
静
岡
だ
け
で
は
な

く
て
お
ぢ
ば
で
の
行
事
開

催
が
春
学
の
参
加
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
お
ぢ
ば

在
住
の
静
岡
出
身
の
学
生

と
も
積
極
的
に
繋
が
り
を

持
ち
、
県
内
の
学
生
さ
ん

に
も
行
事
や
例
会
の
参
加

を
促
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
お
道
に
若

い
人
が
ど
ん
ど
ん
繋
が
っ

て
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

声
か
け
、
行
事
の
運
営
に

努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
学
生
会
行
事
へ
の
ご

参
加
、
声
か
け
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

新支部長紹介

立
教
百
八
十
八
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
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